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【手続補正書】
【提出日】平成20年4月15日(2008.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　炭化水素原料から分子量がより低い成分を生じさせる流動式接触分解中に再生ゾーンか
ら排出されるＮＯｘ排気を減少させる方法であって、
ａ．　流動式接触分解（ＦＣＣ）条件下で稼働している流動式接触分解装置（ＦＣＣＵ）
の再生ゾーンからＮＯｘ排気が排出されるＦＣＣ工程中に炭化水素原料を（ｉ）ＺＳＭ－
１１、ベータ、ＭＣＭ－４９、モルデナイト、ＭＣＭ－５６、ゼオライト－Ｌ、ゼオライ
トＲｈｏ、エリオナイト、チャバザイト、クリノプチロライト、ＭＣＭ－２２、ＭＣＭ－
３５、ＭＣＭ－６１、オフレタイト、Ａ、ＺＳＭ－１２、ＺＳＭ－２３、ＺＳＭ－１８、
ＺＳＭ－２２、ＺＳＭ－５７、ＺＳＭ－６１、ＺＫ－５、ＮａＪ、Ｎｕ－８７、Ｃｉｔ－
１、ＳＳＺ－３５、ＳＳＺ－４８、ＳＳＺ－４４、ＳＳＺ－２３、ダチアルダイト、メル
リノイト、ロブダライト、レビン、ラウモンタイト、エピスチルバイト、グメロナイト、
ギスモンジン、カンクリナイト、ブルーステライト、スチルバイト、ポーリンジャイト、
グーセクリーカイト、ナトロライト、オメガまたはこれらの混合物から成る群から選択し
たＮＯｘ減少用ゼオライト成分を少なくとも１０重量パーセントおよび（ｉｉ）アルミナ
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、シリカ、シリカアルミナ、燐酸アルミニウムおよびこれらの混合物から成る群から選択
した無機結合剤を約５から約５０重量パーセント含んで成る平均粒径が４５μｍより大き
い粒状のＮＯｘ減少用触媒／添加剤組成物およびＦＣＣ分解用触媒の循環しているインベ
ントリーに接触させ、そして
ｂ．　前記ＦＣＣＵの再生ゾーンから排出されるＮＯｘ排気の量を前記粒状のＮＯｘ減少
用組成物が存在しない時に排出されるＮＯｘ排気の量に比べて少なくとも１０％少なくす
る、
ことを含んで成る方法。
【請求項２】
　流動式分解用触媒であって、（ａ）炭化水素の分解に触媒作用を及ぼすに適した分解用
成分および（ｂ）ＺＳＭ－１１、ベータ、ＭＣＭ－４９、モルデナイト、ＭＣＭ－５６、
ゼオライト－Ｌ、ゼオライトＲｈｏ、エリオナイト、チャバザイト、クリノプチロライト
、ＭＣＭ－２２、ＭＣＭ－３５、ＭＣＭ－６１、オフレタイト、Ａ、ＺＳＭ－１２、ＺＳ
Ｍ－２３、ＺＳＭ－１８、ＺＳＭ－２２、ＺＳＭ－５７、ＺＳＭ－６１、ＺＫ－５、Ｎａ
Ｊ、Ｎｕ－８７、Ｃｉｔ－１、ＳＳＺ－３５、ＳＳＺ－４８、ＳＳＺ－４４、ＳＳＺ－２
３、ダチアルダイト、メルリノイト、ロブダライト、レビン、ラウモンタイト、エピスチ
ルバイト、グメロナイト、ギスモンジン、カンクリナイト、ブルーステライト、スチルバ
イト、ポーリンジャイト、グーセクリーカイト、ナトロライト、オメガまたはこれらの混
合物から成る群から選択されるＮＯｘ減少用ゼオライトを少なくとも０．１重量パーセン
ト含んで成る分解用触媒。
【請求項３】
　前記ＮＯｘ減少用ゼオライト成分に水素、アンモニウム、アルカリ金属およびこれらの
組み合わせから成る群から選択したカチオンによる交換を受けさせておく請求項１の方法
。
【請求項４】
　前記ＮＯｘ減少用ゼオライト成分に水素、アンモニウム、アルカリ金属およびこれらの
組み合わせから成る群から選択したカチオンによる交換を受けさせておく請求項２の触媒
。
【請求項５】
　前記ＮＯｘ減少用ゼオライト成分が更に少なくとも１種の安定化用金属、
安定化用金属は好ましくは周期律表の２Ａ、３Ｂ、４Ｂ、５Ｂ、６Ｂ、７Ｂ、８Ｂ、２Ｂ
、３Ａ、４Ａ、５Ａ族、ランタニド系列、Ａｇおよびこれらの混合物から成る群から選択
した金属であり、より好ましくは周期律表の３Ｂ、２Ａ、２Ｂ、３Ａ族およびランタニド
系列およびこれらの混合物から成る群から選択した金属であり、更により好ましくはラン
タン、アルミニウム、マグネシウムおよび亜鉛およびこれらの混合物から成る群から選択
した金属である、
も含んで成る請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記ＮＯｘ減少用ゼオライト成分が更に少なくとも１種の安定化用金属、
安定化用金属は好ましくは周期律表の２Ａ、３Ｂ、４Ｂ、５Ｂ、６Ｂ、７Ｂ、８Ｂ、２Ｂ
、３Ａ、４Ａ、５Ａ族、ランタニド系列、Ａｇおよびこれらの混合物から成る群から選択
した金属であり、より好ましくは周期律表の３Ｂ、２Ａ、２Ｂ、３Ａ族およびランタニド
系列およびこれらの混合物から成る群から選択した金属であり、更により好ましくはラン
タン、アルミニウム、マグネシウムおよび亜鉛およびこれらの混合物から成る群から選択
した金属である、
も含んで成る請求項２記載の触媒。
【請求項７】
　前記安定化用金属を前記ＮＯｘ減少用ゼオライト成分の孔の中に取り込ませておく請求
項５記載の方法。
【請求項８】
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　前記安定化用金属を前記ＮＯｘ減少用ゼオライト成分の孔の中に取り込ませておく請求
項６記載の触媒。
【請求項９】
　前記ＮＯｘ減少用ゼオライト成分が有するアルミナに対するシリカの、典型的にはＡｌ

２Ｏ３に対するＳｉＯ２の、モル比が５００未満である請求項１記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＮＯｘ減少用ゼオライト成分が有するアルミナに対するシリカの、典型的にはＡｌ

２Ｏ３に対するＳｉＯ２の、モル比が５００未満である請求項２記載の触媒。
【請求項１１】
　前記ＮＯｘ減少用ゼオライト成分がベータ、ＭＣＭ－４９、モルデナイト、ＭＣＭ－５
６、ゼオライト－Ｌ、ゼオライトＲｈｏ、エリオナイト、チャバザイト、クリノプチロラ
イト、ＭＣＭ－２２、オフレタイト、Ａ、ＺＳＭ－１２、ＺＳＭ－２３、オメガおよびこ
れらの混合物から成る群から選択したゼオライトである請求項１記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＮＯｘ減少用ゼオライト成分がベータ、ＭＣＭ－４９、モルデナイト、ＭＣＭ－５
６、ゼオライト－Ｌ、ゼオライトＲｈｏ、エリオナイト、チャバザイト、クリノプチロラ
イト、ＭＣＭ－２２、オフレタイト、Ａ、ＺＳＭ－１２、ＺＳＭ－２３、オメガおよびこ
れらの混合物から成る群から選択したゼオライトである請求項２記載の触媒。
【請求項１３】
　更に前記炭化水素供給材料を少なくとも１種の追加的ＮＯｘ減少用組成物と接触させる
ことも含んで成る請求項１記載の方法。
【請求項１４】
　更に少なくとも１種の追加的ＮＯｘ減少用組成物も含んで成る請求項２記載の触媒。
【請求項１５】
　前記追加的ＮＯｘ減少用組成物が非ゼオライト系組成物、好ましくは１）ゼオライトを
実質的に含有しない酸性金属酸化物、（２）酸化物として測定してアルカリ金属、アルカ
リ土類金属およびこれらの混合物から成る群から選択される金属成分、（３）酸素貯蔵用
金属酸化物成分および（４）少なくとも１種の貴金属成分を含んで成る組成物である請求
項１３記載の方法。
【請求項１６】
　前記追加的ＮＯｘ減少用組成物が非ゼオライト系組成物、好ましくは１）ゼオライトを
実質的に含有しない酸性金属酸化物、（２）酸化物として測定してアルカリ金属、アルカ
リ土類金属およびこれらの混合物から成る群から選択される金属成分、（３）酸素貯蔵用
金属酸化物成分および（４）少なくとも１種の貴金属成分を含んで成る組成物である請求
項１４記載の触媒。
【請求項１７】
　前記追加的ＮＯｘ減少用組成物が
（ａ）（１）酸性酸化物担体、（２）アルカリ金属および／またはアルカリ土類金属また
はこれらの混合物、（３）酸素貯蔵能力を有する遷移金属酸化物および（４）パラジウム
を含んで成る低ＮＯｘのＣＯ燃焼促進剤組成物であるか、
（ｂ）（１）酸性酸化物担体、典型的には酸（acid）酸化金属担体、（２）アルカリ金属
および／またはアルカリ土類金属またはこれらの混合物、（３）酸素貯蔵能力を有する遷
移金属酸化物および（４）周期律表のＩＢおよびＩＩＢ族およびこれらの混合物から選択
される遷移金属を含んで成るか
または
（ｃ）少なくとも１種の金属含有スピネルを含んで成っていて、前記スピネルが１番目の
金属および前記１番目の金属の原子価より高い原子価を有する２番目の金属、前記１番目
および２番目の金属以外の３番目の金属の少なくとも１種の成分および前記１番目、２番
目および３番目の金属以外の４番目の金属の少なくとも１種の成分を含有するが、前記３
番目の金属をＩＢ族の金属、ＩＩＢ族の金属、ＶＩＡ族の金属、希土類金属、白金族の金
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属およびこれらの混合物から成る群から選択しそして前記４番目の金属を鉄、ニッケル、
チタン、クロム、マンガン、コバルト、ゲルマニウム、錫、ビスマス、モリブデン、アン
チモン、バナジウムおよびこれらの混合物から成る群から選択する
請求項１３記載の方法。
【請求項１８】
　前記追加的ＮＯｘ減少用組成物が
（ａ）（１）酸性酸化物担体、（２）アルカリ金属および／またはアルカリ土類金属また
はこれらの混合物、（３）酸素貯蔵能力を有する遷移金属酸化物および（４）パラジウム
を含んで成る低ＮＯｘのＣＯ燃焼促進剤組成物であるか、
（ｂ）（１）酸性酸化物担体、典型的には酸（acid）酸化金属担体、（２）アルカリ金属
および／またはアルカリ土類金属またはこれらの混合物、（３）酸素貯蔵能力を有する遷
移金属酸化物および（４）周期律表のＩＢおよびＩＩＢ族およびこれらの混合物から選択
される遷移金属を含んで成るか
または
（ｃ）少なくとも１種の金属含有スピネルを含んで成っていて、前記スピネルが１番目の
金属および前記１番目の金属の原子価より高い原子価を有する２番目の金属、前記１番目
および２番目の金属以外の３番目の金属の少なくとも１種の成分および前記１番目、２番
目および３番目の金属以外の４番目の金属の少なくとも１種の成分を含有するが、前記３
番目の金属をＩＢ族の金属、ＩＩＢ族の金属、ＶＩＡ族の金属、希土類金属、白金族の金
属およびこれらの混合物から成る群から選択しそして前記４番目の金属を鉄、ニッケル、
チタン、クロム、マンガン、コバルト、ゲルマニウム、錫、ビスマス、モリブデン、アン
チモン、バナジウムおよびこれらの混合物から成る群から選択する
請求項１４記載の触媒。
【請求項１９】
　前記金属含有スピネルがマグネシウムを前記１番目の金属として含有しかつアルミニウ
ムを前記２番目の金属として含有して成る請求項１７記載の方法。
【請求項２０】
　前記金属含有スピネルがマグネシウムを前記１番目の金属として含有しかつアルミニウ
ムを前記２番目の金属として含有して成る請求項１８記載の触媒。
【請求項２１】
　前記金属含有スピネルに含有させる前記３番目の金属成分を白金族金属、希土類金属お
よびこれらの混合物から成る群から選択する請求項１７記載の方法。
【請求項２２】
　前記金属含有スピネルに含有させる前記３番目の金属成分を白金族金属、希土類金属お
よびこれらの混合物から成る群から選択する請求項１８記載の触媒。
【請求項２３】
　前記３番目の金属成分を元素状の３番目の金属として計算して約０．００１から約２０
重量パーセントの範囲内の量で存在させる請求項１７記載の方法。
【請求項２４】
　前記３番目の金属成分を元素状の３番目の金属として計算して約０．００１から約２０
重量パーセントの範囲内の量で存在させる請求項１８記載の触媒。
【請求項２５】
　前記４番目の金属成分を元素状の４番目の金属として計算して約０．００１から約１０
重量パーセントの範囲内の量で存在させる請求項１７記載の方法。
【請求項２６】
　前記４番目の金属成分を元素状の４番目の金属として計算して約０．００１から約１０
重量パーセントの範囲内の量で存在させる請求項１８記載の触媒。
【請求項２７】
　前記追加的ＮＯｘ減少用添加剤が（ｉ）亜鉛が基になった触媒、（ｉｉ）アンチモンが
基になったＮＯｘ減少用添加剤、（ｉｉｉ）ペロブスカイト－スピネル系ＮＯｘ減少用添
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加剤または（ｉｖ）ヒドロタルサイト含有組成物である請求項１３記載の方法。
【請求項２８】
　前記追加的ＮＯｘ減少用添加剤が（ｉ）亜鉛が基になった触媒、（ｉｉ）アンチモンが
基になったＮＯｘ減少用添加剤、（ｉｉｉ）ペロブスカイト－スピネル系ＮＯｘ減少用添
加剤または（ｉｖ）ヒドロタルサイト含有組成物である請求項１４記載の触媒。
【請求項２９】
　前記ＮＯｘ減少用組成物が（ｉ）酸性金属酸化物、（ｉｉ）酸化セリウム、（ｉｉｉ）
セリア以外のランタニド酸化物および（ｉｖ）場合により周期律表のＩＢおよびＩＩＢ族
から選択される遷移金属、貴金属およびこれらの混合物の少なくとも１種の酸化物を含ん
で成る請求項１３記載の方法。
【請求項３０】
　前記ＮＯｘ減少用組成物が（ｉ）酸性金属酸化物、（ｉｉ）酸化セリウム、（ｉｉｉ）
セリア以外のランタニド酸化物および（ｉｖ）場合により周期律表のＩＢおよびＩＩＢ族
から選択される遷移金属、貴金属およびこれらの混合物の少なくとも１種の酸化物を含ん
で成る請求項１４記載の触媒。
【請求項３１】
　前記粒状の触媒／添加剤組成物が更に前記ＮＯｘ減少用ゼオライト以外の追加的ゼオラ
イト、好ましくはフェリエライト、ＺＳＭ－５、ＺＳＭ－３５およびこれらの混合物から
成る群から選択される追加的ゼオライトも含んで成る請求項１記載の方法。
【請求項３２】
　更に前記ＮＯｘ減少用ゼオライト以外の追加的ゼオライト、好ましくはフェリエライト
、ＺＳＭ－５、ＺＳＭ－３５およびこれらの混合物から成る群から選択される追加的ゼオ
ライトも含んで成る請求項２記載の触媒。
【請求項３３】
　前記追加的ゼオライトを前記組成物の約１から約８０重量パーセントの範囲の量、好ま
しくは約１０から約７０重量パーセントの範囲の量で存在させる請求項３１記載の方法。
【請求項３４】
　前記追加的ゼオライトを前記組成物の約１から約８０重量パーセントの範囲の量、好ま
しくは約１０から約７０重量パーセントの範囲の量で存在させる請求項３２記載の触媒。
【請求項３５】
　ＮＯｘ減少用ゼオライトの量が触媒の約０．１から約６０重量％、好ましくは約１から
約４０重量％を構成している請求項２記載の触媒。
【請求項３６】
　成分（ａ）がＹ型ゼオライトを含んで成り、かつ、成分（ｂ）が全触媒中のＹ型ゼオラ
イトに対するＮＯｘ減少用ゼオライトの比率を２未満とするに充分な量で存在する、好ま
しくは成分（ｂ）が全触媒中のＹ型ゼオライトに対するＮＯｘ減少用ゼオライトの比率を
１未満とするに充分な量で存在する請求項２記載の触媒。
【請求項３７】
　成分（ａ）および（ｂ）の両方を含有する一体化粒子を構成している請求項２記載の触
媒。
【請求項３８】
　炭化水素原料から分子量がより低い成分を生じさせる流動式接触分解中に再生ゾーンか
ら排出されるＮＯｘ排気を減少させる方法であって、（ａ）流動式接触分解（ＦＣＣ）条
件下で稼働しているＦＣＣＵの再生ゾーンからＮＯｘ排気が排出されるＦＣＣ工程中に炭
化水素原料を請求項２、４、６、８、１０、１２、１４、１６、１８、２０、２２、２４
、２６、２８、３０、３２、３４－３６のいずれかに記載のＦＣＣ分解用触媒組成物に接
触させ、そして（ｂ）前記ＦＣＣＵの再生ゾーンから排出されるＮＯｘ排気の量を前記Ｎ
Ｏｘ減少用組成物が存在しない時に排出されるＮＯｘ排気の量に比べて少なくとも１０％
少なくすることを含んで成る方法。
【請求項３９】
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　前記分解用触媒組成物に存在させるＮＯｘ減少用ゼオライトの量を前記分解用触媒組成
物の少なくとも約０．１重量パーセントにする請求項３８記載の方法。
【請求項４０】
　流動式分解用触媒（ＦＣＣ）組成物であって、（ａ）ＦＣＣ条件下で起こさせる炭化水
素の分解に触媒作用を及ぼすに適したＦＣＣ分解用成分および、（ｂ）請求項１、３、５
、７、９、１１、１３、１５、１７、１９、２１、２３、２５、２７、２９、３１、３３
のいずれかに記載の方法で規定される粒状のＮＯｘ減少用触媒／添加剤組成物を含んで成
る組成物。
【請求項４１】
　前記触媒／添加剤組成物に存在させるＮＯｘ減少用ゼオライト成分の量を前記組成物の
少なくとも３０重量パーセントに、好ましくは少なくとも４０重量パーセントに、より好
ましくは少なくとも５０重量パーセントにする請求項１記載の方法。
【請求項４２】
　前記触媒／添加剤組成物に存在させるＮＯｘ減少用ゼオライト成分の量を前記組成物の
少なくとも３０重量パーセントに、好ましくは少なくとも４０重量パーセントに、より好
ましくは少なくとも５０重量パーセントにする請求項４０記載の触媒。
【請求項４３】
　前記触媒／添加剤組成物に存在させるＮＯｘ減少用ゼオライト成分の量を前記組成物の
約１０から約８５重量パーセントの範囲、好ましくは約３０から約８０重量パーセントの
範囲、より好ましくは約４０から約７５重量パーセントの範囲にする請求項１記載の方法
。
【請求項４４】
　前記触媒／添加剤組成物に存在させるＮＯｘ減少用ゼオライト成分の量を前記組成物の
約１０から約８５重量パーセントの範囲、好ましくは約３０から約８０重量パーセントの
範囲、より好ましくは約４０から約７５重量パーセントの範囲にする請求項４０記載の触
媒。
【請求項４５】
　粒子状触媒／添加剤組成物中の無機結合剤をシリカ、アルミナ、シリカアルミナおよび
これらの混合物から成る群から選択する、好ましくは無機結合剤がアルミナである、より
好ましくは無機結合剤のアルミナがｉ）酸もしくは塩基による解膠を受けたアルミナであ
る、または、ｉｉ）アルミニウムクロロヒドロールである請求項１記載の方法。
【請求項４６】
　粒子状触媒／添加剤組成物中の無機結合剤をシリカ、アルミナ、シリカアルミナおよび
これらの混合物から成る群から選択する、好ましくは無機結合剤がアルミナである、より
好ましくは無機結合剤のアルミナがｉ）酸もしくは塩基による解膠を受けたアルミナであ
る、または、ｉｉ）アルミニウムクロロヒドロールである請求項４０記載の触媒。
【請求項４７】
　前記粒状の触媒／添加剤組成物に存在させる無機結合剤の量を前記組成物の約１０から
約３０重量パーセントの範囲、好ましくは約１５から約２５重量パーセントの範囲にする
請求項１記載の方法。
【請求項４８】
　前記粒状の触媒／添加剤組成物に存在させる無機結合剤の量を前記組成物の約１０から
約３０重量パーセントの範囲、好ましくは約１５から約２５重量パーセントの範囲にする
請求項４０記載の触媒。
【請求項４９】
　前記組成物、典型的には触媒／添加剤組成物に更にアルミナ、シリカ、シリカアルミナ
、チタニア、ジルコニア、イットリア、ランタナ、セリア、ネオジミア、サマリア、ユー
ロピア、ガドリニア、プラセオジミアおよびこれらの混合物から成る群から選択したマト
リクス材料も含有させる請求項１記載の方法。
【請求項５０】
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　前記組成物、典型的には触媒／添加剤組成物に更にアルミナ、シリカ、シリカアルミナ
、チタニア、ジルコニア、イットリア、ランタナ、セリア、ネオジミア、サマリア、ユー
ロピア、ガドリニア、プラセオジミアおよびこれらの混合物から成る群から選択したマト
リクス材料も含有させる請求項４０記載の触媒。
【請求項５１】
　存在させる前記マトリクス材料の量を７０重量パーセント未満にする請求項４９記載の
方法。
【請求項５２】
　存在させる前記マトリクス材料の量を７０重量パーセント未満にする請求項５０記載の
触媒。
【請求項５３】
　前記粒状のＮＯｘ減少用触媒／添加剤組成物の平均粒径が約５０から約２００μｍ、好
ましくは約５５から約１５０μｍである請求項１記載の方法。
【請求項５４】
　前記粒状のＮＯｘ減少用触媒／添加剤組成物の平均粒径が約５０から約２００μｍ、好
ましくは約５５から約１５０μｍである請求項４０記載の触媒。
【請求項５５】
　前記粒状のＮＯｘ減少用触媒／添加剤組成物が示すＤａｖｉｓｏｎ摩耗指数（ＤＩ）値
が５０未満、好ましくは２０未満、より好ましくは１５未満である請求項１記載の方法。
【請求項５６】
　前記粒状のＮＯｘ減少用触媒／添加剤組成物が示すＤａｖｉｓｏｎ摩耗指数（ＤＩ）値
が５０未満、好ましくは２０未満、より好ましくは１５未満である請求項４０記載の触媒
。
【請求項５７】
　炭化水素原料から分子量がより低い成分を生じさせる流動式接触分解中に再生ゾーンか
ら排出されるＮＯｘ排気を減少させる方法であって、炭化水素原料を請求項４０記載の組
成物を含んで成る分解用触媒に高温で接触させることで分子量がより低い炭化水素成分を
生じさせることを含んで成る方法。
【請求項５８】
　前記ＦＣＣ分解用触媒、典型的にはＦＣＣ分解成分がＹ型ゼオライトを含んで成る請求
項１記載の方法。
【請求項５９】
　前記ＦＣＣ分解用触媒、典型的にはＦＣＣ分解成分がＹ型ゼオライトを含んで成る請求
項４０記載の触媒。
【請求項６０】
　前記ＦＣＣ分解用触媒、典型的にはＦＣＣ分解成分がＹ型ゼオライトを含んで成る請求
項５７記載の方法。
【請求項６１】
　前記触媒インベントリーの中の前記触媒／添加剤組成物の量が全触媒インベントリー中
のＹ型ゼオライトに対するＮＯｘ減少用ゼオライト成分の比率を２未満とする、好ましく
は１未満とするに充分な量である請求項５８記載の方法。
【請求項６２】
　前記触媒インベントリーの中の前記触媒／添加剤組成物の量が全触媒インベントリー中
のＹ型ゼオライトに対するＮＯｘ減少用ゼオライト成分の比率を２未満とする、好ましく
は１未満とするに充分な量である請求項５９記載の触媒。
【請求項６３】
　前記触媒インベントリーの中の前記触媒／添加剤組成物の量が全触媒インベントリー中
のＹ型ゼオライトに対するＮＯｘ減少用ゼオライト成分の比率を２未満とする、好ましく
は１未満とするに充分な量である請求項６０記載の方法。
【請求項６４】
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　ＮＯｘ排気を減少（段階（ｂ））を炭化水素原料転化率も分解を受けた炭化水素の収率
も前記分解用触媒を単独で用いた時に得られる炭化水素原料転化率または分解を受けた炭
化水素の収率に比べて実質的に変わることなく達成する請求項１、１３または４９記載の
方法。
【請求項６５】
　ＮＯｘ排気を減少（段階（ｂ））を炭化水素原料転化率も分解を受けた炭化水素の収率
も前記分解用触媒を単独で用いた時に得られる炭化水素原料転化率または分解を受けた炭
化水素の収率に比べて実質的に変わることなく達成する請求項３８または５７記載の方法
。
【請求項６６】
　更に前記分解用触媒を典型的には前記接触段階から回収しそしてその使用済み触媒を再
生ゾーン内で処理して前記触媒を再生させることも含んで成る請求項１または６４記載の
方法。
【請求項６７】
　更に前記分解用触媒を典型的には前記接触段階から回収しそしてその使用済み触媒を再
生ゾーン内で処理して前記触媒を再生させることも含んで成る請求項３８、５７または６
５記載の方法。
【請求項６８】
　前記分解用触媒および前記粒状の触媒／添加剤組成物を前記炭化水素原料接触中に流動
させる請求項６６記載の方法。
【請求項６９】
　前記分解用触媒を前記炭化水素原料接触中に流動させる請求項４９記載の方法。
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